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港
新
聞
０
４
１
５
０
７

７
面

尚

藤

口

藤

藤

地
元
と
役
所
が
連
携
イ
ベ
ン
ト

世
界
最
大
級
の
ク
ル
ー
ズ
客

船

ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
２

が
三
月
十
八
日
、
大
阪
港
の
天

保
山
埠ふ

頭と
う

に
入
港
し
、
こ
れ
を

歓
迎
し
て
、
港
区
役
所
と
地
元

住
民
の
連
携
に
よ
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生あ
い

憎に
く

の
雨
で
し
た
が
、
朝
か

ら
夕
方
ま
で
、
町
会
女
性
部
に

よ
る

着
物
体
験

、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る

手
作
り

体
験

、

間ま

口ぐ
ち

相
撲
部
に
よ

る

ち
ゃ
ん
こ
鍋
、３み

７な

１と

０

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
吉
本
興
業
に
よ

る

寄
席

な
ど
が
行
わ
れ
、

飲
食
イ
ベ
ン
ト
港
町
バ
ル
や

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
展

と
も

相あ
い

俟ま

っ
て
、
外
人
観
光
客
の
心

を
多
面
的
に
刺
激
し
ま
し
た
。

◆
和
太
鼓
や
阿
波
踊
り

こ
の
う
ち
築
港
の
和
太
鼓
集

団
は

隼や
ぶ
さ

（
勝
山
代
表
）
と
弁

天
在
住
の
歌
手
青
木
美
香
子

さ
ん
は
、平
野
区
の
創
作
阿
波

踊
り
集
団

雄お

徒と

呼こ

塾

（
南

代
表
）
、淀
川
区
の
ボ
ク
シ
ン

グ
ジ
ム
ク
レ
イ
ジ
ム
（
白は

く

代

表
）
、
平
野
区
の
和
太
鼓
サ
ー

ク
ル

美
奴
鼓

び
ゃ
っ

こ

（
下し

も

村む
ら

代
表
）

な
ど
の
協
力
も
得
て
計
数
十
人

の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
巨
大
な

船
を
前
に
、
力
強
い
和
太
鼓
演

奏
、
情
緒
豊
か
な
日
本
の
歌
、

ま
た
躍
動
的
な
阿
波
踊
り
を
入

れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
披
露

し
、喝か

っ

采さ
い

を
浴
び
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
七
十

代
の
米
国
人
夫
婦
は

和
太
鼓

も
阿
波
踊
り
も
刺
激
的
で
東
洋

的
。
雨
の
中
で
こ
ん
な
に
歓
迎

ク
イ
ー
ン
メ
リ
ー
２
を
前
に
和
太
鼓
演
奏
や
阿
波
踊
り
で
外
国

人
観
光
客
を
歓
迎
す
る
和
太
鼓
集
団

隼

な
ど
の
メ
ン
バ
ー

し
て
も
ら
っ
て
幸
せ
。
震
災
が

あ
っ
た
の
に
日
本
人
は
元
気
で

親
切
。
ま
た
訪
問
し
た
い

。

和
太
鼓
な
ど
の
ま
と
め
役
と

な
っ
た
藤
本
一か

ず

人ひ
と

さ
ん

（
築
港
）
は

区
役
所
か
ら
出

演
依
頼
を
受
け
、
呼
び
か
け
た

ら
こ
ん
な
に
集
ま
っ
て
頂
き
、

感
激
し
て
い
ま
す
。
雨
の
中
で

も

お
も
て
な
し
の
心

は
充

分
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま
す

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座
が
歌
と
舞

春
の
ム
ー
ド
を
演
出
し
た
舞

台
が
三
月
二
十
日
、
波
除
の
世

界
館
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
港

区
を
拠
点
と
す
る
劇
団

あ
ん

が
い
お
ま
る
一
座

が
舞
踊
と

歌
だ
け
で
演
じ
た
初
の
試
み
。

春し
ゅ

望ん
ぼ
う

と
題
し
た
こ
の
舞

台
は
四
部
で
構
成
さ
れ
、
元

・
よ
し

津づ

た
か
し
さ
ん
ら
の

指
導
で
、
懐
か
し
い
童
謡
や
耳

慣
れ
た
歌
謡
曲
の
世
界
を
歌
や

日
本
舞
踊
や
新
舞
踊
で
表
現
。

あ
る
時
は
雅み

や

にび

、
あ
る
時
は
長の

ど

閑か

に
演
出
さ
れ
た
春
の
表
情
の

多
様
さ
と
共
に
、
芝し

ば

居い

抜
き
の

舞
台
へ
果
敢
に
挑
ん
だ
座
員
た

ち
の
喜
々
と
し
た
表
情
や
所し

ょ

作さ

が
印
象
的
で
し
た
。

お
ぼ
ろ
月
夜

を
舞
う
元

の

津
た
か
し
さ
ん

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座
・
綾あ

や

羽は

一か
ず

紀き

１
周
忌き

追
悼
公
演

戦

う
兵
隊

骨こ
っ

董と
う

屋や

主
人

戦
ふ
兵
隊

日
本
の
悲
劇

な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
反
戦

・
反
核
・
反
差
別
の
映
画
人
・

亀
井
文ふ

み

夫お

（
一
九
〇
八

一
九

八
六
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
二
本

の
芝
居
で
。
平
和
へ
の
叫
び
の

中
か
ら
生
き
る
歓
び
が
湧
き
上

が
る
。
昨
年
五
月
に
他
界
し
た

故
綾
羽
一
紀
作
、
あ
ん
が
い
お

ま
る
演
出
。
戦
う
兵
隊
は
五

月
二
十
六
日（
土
）十
三
時
半
、

二
十
七
日（
日
）十
一
時
、
十
四

時
半
、
骨
董
屋
主
人
は
二
十

六
日
十
五
時
、
二
十
七
日
正
午

半
、十
六
時
の
各
三
回
公
演
。問

合
せ
・
申
込
は
会
場
の
石
炭
倉

庫（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か
ら
国
道
四
三
号
を

北
進
、安
治
川
堤
防
突
当
り
右
。

六
五
八
一

〇
六
六
四
）へ
。

８
面
に
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

四
月
十

五
日
（
日
）
十
八
時
と
六
月
八

日
（
金
）
十
九
時
か
ら
江
坂
ミ

ュ
ー
ズ
（

六
三
八
七

〇
二

〇
三
）
で
所
属
バ
ン
ド

ガ
ー

ゴ
イ
ル

の
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ

六
月
九
日
（
土
）
十
八
時
半

か
ら
京
都

ホ
ー
ル
、
六

月
十
日
（
日
）
十
八
時
か
ら
大

阪
府
オ
リ
ッ
ク
ス
劇
場
で
所
属

バ
ン
ド

ザ
・
ク
ロ
マ
ニ
ヨ
ン

ズ

の
ツ
ア
ー
ラ
イ
ブ
（

六

三
五
七

四
四
〇
〇
サ
ウ
ン
ド

ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

ガ
ー
ゴ
イ

ル
の
ア
ル
バ
ム

鬼き

書し
ょ

好
評
。桐田勝治さん

ペドロさん

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

切
断
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

（
親
指
切
断
体
験
を
持
つ
三
人
）

の
リ
ー
ダ
ー
や
ソ
ロ
で
温
か
な

自
作
フ
ォ
ー
ク

昨
年
正
月
出

演
の

新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル

が

三
月
二
十
五
日

ラ
ジ
オ

共
に
生
き
る

最
終
回
で
再

放
送
さ
れ
演
奏
も
披
露

毎
月

第
一
・
三
木
曜
二
十
時
ザ
・
セ

ラ
ー
（
中
央
区
西
心
斎
橋
二

一
七

一
三
新
ス
ミ
ヤ
ビ
ル
）

毎
月
第
三
火
曜
二
十
時
か
つ

お
の
遊
び
場
（
中
央
区
宗
右
衛

門
町
四

五
宗
右
衛
門
町
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
）

毎
月
第
二
火
曜

二
十
時
半
ロ
ー
ジ
ー
（
中
央
区

西
心
斎
橋
二

九

五
日
宝
三

ツ
寺
会
館
）
。

●
市
岡
元
町
在
住
の
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

四
月

二
十
一
日
（
土
）
十
五
時
半
か

ら
住
之
江
区
南
港
の
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
で
開
催
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
展
示
会

ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪

に
出
演
予
定

ポ

ッ
プ
ス
か
ら
沖
縄
民
謡
ま
で
生

活
に
根
ざ
し
た
明
る
く
前
向
き

で
分
か
り
や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ

マ
ル
ゲ
リ
ー

タ
と
ト
マ
ト
パ
ス
タ

あ
な
た

ら
し
く
あ
た
ら
し
く

好
評
。花☆キャラの演奏風景

日
本
フ
レ
ン
チ
の
最
前
線
を

走
る
渋し

ぶ

谷や

圭よ
し

紀の
り

さ
ん
。
前
号
で

は
夕
凪
の
大
衆
食
堂
の
息
子
と

し
て
の
少
年
時
代
か
ら
料
理
人

目
指
し
て
単
独
渡
仏
す
る
ま
で

の
成
り
行
き
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
さ
て
今
回
は

。

◇

◆
人
生
を
決
め
た
単
独
渡

仏
。
と
は
い
え
料
理
以
前
に
言

葉
の
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は

は
い
。
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の

は
渡
仏
を
世
話
し
て
く
れ
た
フ

ラ
ン
ス
人
画
家
が
使
っ
て
い
た

パ
リ
の
ア
パ
ー
ト
に
家
賃
な
し

で
住
め
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
か

ら
語
学
学
校
へ
九
カ
月
通
い
、

フ
ラ
ン
ス
語
を
徹
底
的
に
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
現

代
フ
レ
ン
チ
最
大
の
巨
匠
で
あ

る
ポ
ー
ル
・
ボ
キ
ュ
ー
ズ
氏
の

門
を
叩
い
た
の
で
す
。
初
め
は

断
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の

熱
意
に
何
と
か
会
っ
て
頂
き
、

と
り
あ
え
ず
一
カ
月
な
ら

が

三
カ
月

に
な
り
、
そ
の

う
ち

半
年
ま
で

（
笑
）
。

結
局
一
年
い
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
氏
か
ら
は

フ
ラ
ン
ス

料
理
の
王
道
と
は
何
か

と
い

う
料
理
人
と
し
て
最
も
基
本
と

な
る
も
の
を
学
び
、
体
に
叩
き

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
熱
意
が
も
た
ら
し
た
人
生

最
高
の
出
会
い
で
し
た
ね
。
そ

の
後
、
更
に
二
人
の
巨
匠
と

は
い
。

よ
そ
で
も
学
び
な

さ
い

と
い
う
ボ
キ
ュ
ー
ズ
氏

の
教
え
に
従
い
、
ま
ず
は
パ
リ

の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
ホ
テ
ル
で
あ

る

ク
リ
オ
ン
ホ
テ
ル

、
次

い
で
超
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン

ム

ー
ラ
ン
・
ド
・
ム
ー
ジ
ュ

で

修
業
を
積
み
ま
し
た
。
そ
の
上

で
ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ブ
シ
ョ
ン
氏

の
も
と
で
二
年
、
ア
ラ
ン
・
シ

ャ
ペ
ル
氏
の
も
と
で
三
年
学
び

ま
し
た
。
ロ
ブ
シ
ョ
ン
氏
か
ら

は

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
と
は
何

か

、
い
わ
ば
線
路
の
上
を
真

っ
直
ぐ
に
進
む
よ
う
な
精
密
さ

を
学
び
、
シ
ャ
ペ
ル
氏
か
ら
は

エ
ス
プ
リ（
機
転
、
機
知
）や
感

性
、
創
造
性
と
い
っ
た
世
界
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
師
の
お
陰
で
、
世
界
中

ど
こ
で
も
通
用
す
る
基
本
的
な

力
と
柔
軟
性
、
応
用
力
が
身
に

着
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
三
人
の
師
の
個
性
の
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
を
感
じ
ま
す
。
そ

う
し
て
渡
仏
か
ら
十
年
後
の
八

九
年
に
帰
国
。
翌
年
、
修
業
の

結
晶
で
あ
る

ラ
・
ベ
カ
ス

を
開
店
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
頃
の
気
持
ち
を

ま
ず
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
で
一

杯
で
し
た
。
が
、
幸
い
雑
誌
や

テ
レ
ビ
が
神
戸
の
ジ
ャ
ン
・
ム

ー
ラ
ン
、
心
斎
橋
の
ビ
ス
ト
ロ

・
バ
ン
・
サ
ン
ク
と
並
ぶ

関

西
フ
レ
ン
チ
ベ
ス
ト
３

な
ど

と
取
り
上
げ
て
く
れ
、
順
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出

来
、
九
五
年
頃
か
ら
更
に
ブ
レ

ー
ク
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
そ
う
し
て
渋
谷
さ
ん
の
味

を
求
め
て
国
内
外
か
ら
お
客
さ

ん
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
〇

五
年
に
は
高こ

う

麗ら
い

橋ば
し

へ
の
移
転
も

果
た
し
た
訳
で
す
が
、
創
業
以

来
の
店
名

ラ
・
ベ
カ
ス

に

は
ど
ん
な
意
味
が
？

フ
ラ
ン
ス
語
で

山や
ま

鴫し
ぎ

を

意
味
し
ま
す
が
、こ
の
鳥
は
ジ

ビ
エ
（
野
生
動
物
）
の
王
様

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
美お

味い

し
さ
と
希
少
価
値
は
際き

わ

立だ

っ
て

お
り
、
私
の
店
も
ぜ
ひ
そ
ん
な

存
在
で
あ
り
た
い
と
名
付
け
た

訳
で
す
。
味
だ
け
で
な
く
、
食

器
、
内
装
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
対

応
に
至
る
ま
で
、
ど
こ
に
も
な

い
も
の

こ
こ
だ
け
の
も
の

と
い
う
思
い
が
こ
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
は
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

◆
確
か
に
先
程
の
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
で
も
ス
タ
ッ
フ
の
洗
練
さ

れ
た
対
応
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
で
ぜ
ひ
お
訊き

き

し
た
い
の
で
す
が
、
渋
谷
さ
ん

に
と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？
（
つ
づ
く
）

●─

３人の巨匠のお陰で世界中どこでも通
用する基本と応用力が身に着きました
と語る渋谷さん ラ・ベカスの調理場で

中

日
本
フ
レ
ン
チ
の
最
前
線
を
走
る

さ
ん

夕
凪
出
身

日
本
フ
レ
ン
チ
の
最
前
線
を
走
る

さ
ん

夕
凪
出
身
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